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　当初、白馬方面のスキーツアー

に行く予定だったが、横殴りの雪

と風で標高の低い黒姫山に転進

する事にした。

　黒姫高原スキー場から 1本目

のリフトに乗り 2本目に乗ろうとし

たが、除雪作業の為まだ動いて

いなく、結局 1時間も待たされる。

　雪の降る中、かつてゲレンデだったオ 

ープンバーンを他の 3人パーテ一ィと共

にシールで上がるが、そこそこの傾斜が

あり雪崩の恐怖に怯えながら膝程度の

ラッセルが続く。

　不自然なオープンバーンを抜けると樹

林の緩やかな尾根となり時折腰ラッセ

ルとなるが滑りの期待が膨らむ。やや樹

林が多い所もあるがが、雪質はまずま

ず。高度を上げるにつれ傾斜が急になっ

てくるが、幸い風は弱まり、ゲレンデトッ

プから 3時間程でようやく稜線に出る。

スキーを外すと腹まで埋まってしまう。

天気が悪いので長居は無用だ。

　　　　　　　

　ピットを掘り弱層テストするが、硬い粗

目層の上に新雪が１ｍ以上乗っている。 

　滑り出すと頻繁にスラフが流れ落ち、

仲間を巻き込まないよう注意しながら滑

る。稜線から離れるとスラフも落ち着き

パウダーランを思い思いに楽しむ。ファ 

ットスキーをチョイスした相棒は雪面を

舐める様気持ち良さそうに視界から消え 

、セミファットのこちらは時折腰まで潜り

浮遊感を味わう。そこそこの傾斜がある

ので、下りラッセルになる事は無い。

　はっきりしない支尾根を乗り換えなが

ら、程なくして１３９６ｍの平坦地に乗り

第 1ステージ終了。若干登り勾配の丘

状をシールなしで越えると標高差４００

ｍの滑りの始まり。ややブッシュ

が増えるが、スキー場に合流す

るまで、相変わらず雪質は最高

だった。
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